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呼和浩特方言における単字調および “軽声"を伴う
二音節語の調形
樋 口 勇 夫
0.はじめに
樋口 (2004a)では,漢語諸方言における声調とストレスアクセントとの関係を,実験音声学的手
法によって明らかにすることの一環として,漢語北方方言 13種における単字調形と後字軽声二音節語
調形とを比較し,両者の関係を探った (1)。
また,樋口 (2004b～c・2005a～c)では,それぞれ西南官話の一種である昆明方言 。成都方言・貴
陽方言,および,晋語の一種である太原方言・平遥方言における,単字調形と所謂 “重い軽声"を伴
う二音節語調形とを比較し,両者の関係を探った。
本稿では,樋口 (2004a～c・2005a～c)同様,実験音声学的手法により,岩田 (199902001)の見
解に基づいて,呼和浩特方言における,単字調形と所謂 “重い軽声"を伴う二音節語調形とを比較し,
両者の関係を探る (2)。具体的な実験方法としては,呼和浩特方言の音声データを音声分析ソフトで分
析し(3),両者のピッチ (FO)および音節の長さを比較する。
岩田 (1999:147-148,152-156)。(200 :24,25-26)では,江蘇省連雲港方言の3種の軽声―前
者では “I類。高降・Ⅱ類",後者では ■β(2)。盈気 3)・ZS(1)"と呼ばれている一は,歴史的に
この順でストレスの左移動を生じた結果で,
ス トレス の順 ① ② ③
後字のタイプ “rigllt spreading"“高降 “既定値"保存
前字調類 単字調値 I類=LS(2) 高降=LS(3) Ⅱ類=LS(1)
陰平 214 214+5 214+41 214+1
陽平 24 21+5 21+41 24+1
入声 24 21+5 21+41 44+1
去声 45 44+5 44+41 45+1
上声 41 41+1 44+1
①は軽声の “既定値''(“低"という “声域特性")まで失われてしまった “right spreading"(前字上
声を除く),②は “上声(41)"という特定の声調の声調特性を獲得した “secondary tone",③は “既
定値"のみ保存している, と考えている。
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樋口 (2004a)では, これらのほかに,「合肥・陰平」や「蘭州 。陽平」の後字軽声のような, “低
昇"タイプを,
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
合肥 陰平 21 21+23
蘭州 陽平 51 51+24
樋口 (2004b・2004c)では,「昆明・陰平」,「昆明・陽平」,「昆明。上」,「昆明・去」や,「成都 。陰
平」,「成都・陽平」,「成都 。上」,「成都・去」の後字軽声のような,“中平"タイプを,
地点 前字調類 単字調値
昆明 陰平 33 33+33
昆明 陽平 31 31+33
昆明 上 53 53+33
昆明 去 212 212+33
地点 前字調類 単字調値 二音節語調値
成都 陰平 35 35+44
成都 陽平 31 44+44
成都 上 553 55+44
成都 去 213 213+44
樋口 (2005a)では,「貴陽 。陰平」,「貴陽・陽平」,「貴陽 。上」,「貴陽・去」の後字軽声のような,
“高昇''タイプを,それぞれ認めた。
地点 前字調類 単字調値 二音節語調値
貴陽 陰平 45 45+45
貴陽 陽平 21 22+45
貴陽 上 42 44+45
貴陽 去 24 24+45
本稿では,以上のような見解に従って,晋語の一種である呼和浩特方言の所謂 “重い軽声"を観察
する。
1.連続変調表
邪 (1998)から得られる二音節語語例を,筆者の聴覚的記述調値によって表にまとめると,以下の
如くである。(以下,平声・上声 。去声・入声を,それぞれ①o②・③ o④で表わす。)
後字が変調しないものを「後重」とし,後字が350-?4に変調するものをそれぞれ「後軽 a」。「後
軽 a'」,後字が21・‐?2に変調するものをそれぞれ「後軽 b」。「後軽 b'」,後字が53に変調するもの
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を「後軽 c」, とする。但し,「①/②/③/④+①」(後重)の後字は21に,「②+④」(後重)の後字は‐?2に
変調する。
①(単字31)は,「①+①」(後重/後軽b)。「①+②/③」(後軽b)の前字では32に変調する。
②(単字53)は,「②+②」(後重a)の前字では31に変調し,「①+②」(後重)と変調結果が同じになる。
これは,「上声+上声」>「(陽)平声+上声」という北方方言に普遍的に見られる変調規則を反映したも
のであろう。
④(単字‐?4)は,「④+①」(後軽D。「④+③」(後重)の前字では‐?2に変調する。
「①/②/③/④+①」の後字①(21),「①+④」の後字④(―?4),「②+④」の後字④(‐?2)はそれぞれ,「後
重」であるか「後軽」であるか判別できないので,以下の表では両者の間に置き,4.の表でも後字軽
声の例としてタイプ分けを行なうことをしない。
「数」は得られた語例数を表わす。
①31 1 数 ②53 1 数 ③35 1 数 ④‐?4 1 数
①
31
後軽b'(後字‐?2) 31+‐?2 1 2
後軽b(後字 21) 32+2129 32+21 1 23 +21 1 1
後重 31+53 i 531+35 1 5
31+‐?4 13後軽 a'(後字‐?4) 31+‐?4 1 331+‐?4 1 1
後軽a(後字 35) 31+35 1 10
②
53
後軽b(後字 21)
53+2110
53+21 : 5
後重
a31+53 1 6
b53+53 1 153+35 3 53+‐?2 16
後軽b'(後字‐?2) 53+‐?2 1 4
③
35
後軽b(後字 21) 35+21 1 10 35+21 1 7
後重 35+53 1 635+35 1 435+?4 1 1
後軽b'(後字‐?2) 35+‐?2 1  35+‐?2 1 16
後軽 c(後字53) 35+53 1 3 35+53 1 1
④
‐?4
後軽b(後字21) ‐?4+2118
後重 ‐?4+53 1  10‐?2+35 1 10‐?4+‐?4 1  4
後軽b'(後字‐?2) ‐?4+‐?2 1  1―?4+‐?2 1 21
後軽a(後字35) ‐?2+35 1  4
「後軽 a」 (後字35)は,「①/④+①」に現われる。
「後軽 a'」(後字‐?4)は,「①+①/②/④」に現われる。
「後軽b」 (後字21)は,「①+①/②/③」。「②+①/②」。「③+①/③」o「④+①」に現われる。
「後軽 b'」(後字―?2)は,「①/②+①」。「③/④+③」。「②/③/④+④」に現われる。
「後軽 c」 (後字53)は,「③+①/③」に現われる。
後字④以外で後字が‐?を伴うもののうち,「①+①」の「後軽 a'」(後字‐?4)および「①/②+①」。「③
/④+③」の「後軽b'」(後字―?2)は,それぞれ,「後軽 a」 (後字35)および「後軽b」 (後字21)が,
31(①単字)>35(後軽υ>‐?4(後軽a')
31(①単字)>21(後軽b)>‐?2(後軽b')
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35(③単字)>21(後軽b)>―?2(後軽b)
のように,更に弱化して短くなり,促音化したものと考えられる。「①+②」の「後軽 a'」(後字―?4)
については,「後重」(後字53)が,
53(②単字)>     >‐?4(後軽 a')
のように,長い “軽声"を経ず直接弱化して短くなり,促音化したものと考えられる。
2.各形式所属襦彙
得られた全ての各形式所属語彙を,声調の組み合わせ別に,以下に掲げる。
①+①
「後重/後軽b」(32+21)29例
天河,′洒慢,黄連,雅同,瞬瞬Π折一下,中秋中秋■,今年,明年,来年明年,明夭,今天,
騒猪公猪(配神),公鳩,茅房厠所,厨房,楼梯,奔顔額共,貯頚1肝,槌共挙共,男人丈夫,男人,
蒸慎慢共,咸盆盆,勺共勺子, 医生,厨り雨,着涼傷凩,中同,成心故意,精明明白o
①+①
「後軽 a」 (31+35)10例
衣裳,木西,葡萄,爺爺,星星,慎慎授共,幌鈍,便宜,牛牛,三二。
①+①
「後軽 a'」(31+‐?4)3例
葵花向日葵,番瓜南瓜,人家。
①+①
「後軽b'」(31+?2)2例
「日婆太田,他佃。
①+②
「後重」(31+53)5例
辛苦,中午, 山水洪水,牛妨,生薯自薯。
①+②
「後軽 a'」(31+‐?4)1例
円女女九。
①+②
「後軽b」(32+21)2例
端午端午市,眉船栓。
①+③
「後重」(31+35)5例
星宿星星,渡菜,園菜巻心菜,畑洞畑自,千浄。
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「後軽 b」(32+21)1例
|｀]「艮|]玖。
①+④
「後重/後軽 a'」(31+―?4)13例
除夕,茄子,山商弓衿署,房子:全所,宙子宙デ1,騰子,ソL子,包子,勺子,男的男人,厨子厨帰,
鳩子,三子。
②+①
「後重/後軽 b」 (53+21)10例
打雷,日向雷打雷,起凩剖民,母猪,草鳩母鵡,侠房厨房,姥爺外‖l父,老婆費子,女人,里共里面o
②+①
「後軽b'」(53+?2)4例
我佃,体個,日自個,姐夫。
②+②
「後重 a」 (31+53)6例
漆水,打に 洗船,左手,保対,両里。
C半②
「後重b」(53+53)1例
掲鬼。
②+②
「後軽b」(53+21)5例
姥獅 祖母, ス少た)炒一下, 夕7]〃}祖母, 夕申女申叔母, 小小。
②+③
「後重」(53+35)3例
脳袋共,老浜老共几,胞肛汚肛。
②+④
「後重/後軽b'」(53+‐?2)16例
好吃,小麦,老実,起立,冷子沐雹,指甲,老子父未(背称),姉子叔母,小子几r,女子女几,
女的女人,拐子腐 走了死了,死了,明F今,弓子。
③+①
「後重/後軽 b」 (35+21)10例
太阻,日共大田,大瓜南瓜,大爺伯父,大娘伯母,大娼伯母,愛人丈夫,妻子,面条,者油,大夫医生。
③+①
「後軽c」 (35+53)3例
上共,下共,外共外面。
③+②
「後重」(35+53)6例
下雨,大米,右手,正手右手,正好,二丙。
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③+③
「後重」(35+35)4例
上踪箱水,看病,治病看病,第二。
③+③
「後軽b」(35+21)7例
舅舅,瞭瞭瞭一F,大豆蚕け,雀雀父米,姶姶舅母,大大,拭拭拭一ド。
③+③
「後軽b'」(35+―?2)3例
笑活,タト父岳父,近始。
③+③
「後軽 c」 (35+53)1例
圭 圭
③+④
「後重」(35+―?4)1例
号脈。
③+④
「後軽b'」(35+―?2)16例
上客,大雪,面惇,下雪,凍了姑沐,柿子西多I柿,耗子老R,姶子男母,浜子丈大, 筏子,病了,
逮今,那今,二十,第一,二子。
④+①
「後重/後軽b」 (―?4+21)18例
舌1凩,昨天,拉稀汚肛, 日腕肌,屹丁,吃澄,屹痴,屹尖,屹抽,屹低, 屹壇,屹喋,
屹哄,屹孤, 日粗吹牛, 日精, 日玄, 日能。
C洋①
「後軽 a」 (‐?2+35)4例
核桃,石招,各人自己,惜人漂亮。
④+②
「後重」(‐?4+53)10例
屹枕朴,屹撹,吃妙,屹朽, 屹巻,忽点,忽貶,忽因,日哄, 日鬼。
④+③
「後重」(‐?2+35)10例
没凋不朧規矩,鉄路,録豆,吃仮,月亮,十二,屹蛋,忽跳, 日弄, 日怪。
④+③
「後軽b'」(‐?4+‐?2)1例
吃上
④+④
「後重」(‐?4+―?4)4例
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屹縮,屹市,忽拍, 日悪。
④+④
「後軽b'」(‐?4+‐?2)21例
駿黒,吃喝,学コ,十月,叔叔叔父,欧欧歌―ド,麦子,壁風史虫,泉子,鼻子,屹膝膝孟,
拍着傷夕t,逮今,那介,十一,鉢鉢,角角,拍拍:名テ],学学下,拍拍拍一下,屹落。
得られた例を見る限り,所属語彙には以下の如き傾向がある :
1.動賓構造の語彙は,“下雪"が「③+④後軽 b'」に属すのを除き,それ以外は「後重」(乃至「後重
/後軽」)に属している。
2.名詞重ね型の語彙は,①では「後軽 a」 (後字 35)に,②o④では「後軽bん'」 (後字 21/‐?2)に,
それぞれ属しているが,③では「後軽 b」 (後字 21)に属すもの4例,
舅舅,雀雀父来,姶姶舅母,大大
と「後軽 c」 (後字53)に属すもの1例,
主 主
とに分かれる。
前字
調類 調値 後軽a 後軽bん' 後軽c
① 31 31+35
② 53 53+21
③ 35 35+21 35+53
④ ‐?4 ‐?4+‐?2
3.動詞重ね型の語彙は,全て「後軽bん'」 (後字 21/―?2)に属している。
前字
調類 調値 後軽bん'
① 31 32+21
② 53 53+21
③ 35 35+21
④ ‐?4 ‐?4+‐?2
4.接尾辞 “共"(単字31)は,前字① o②では「後軽 b」 (後字21)に属しているが,前字③では「後
軽b」 (後字 21)に属するもの1例,
日うk太F日
と「後軽 c」 (後字 53)に属するもの3例,
上共,下共,外共外面
とに分かれる。(前字④の例は得られなかった。)
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??
字
調類 調値 後軽b 後軽 c
① 31 32+21
② 53 53+21
③ 35+21 35+53
④ ‐?4
5.接尾辞 “子"(単字―?4)は,前字①では「後重/後軽 a'」(後字―?4)に,前字② o③o④では「後軽
b'」(乃至「後重/後軽 b'」,後字―?2)に,それぞれ属している。
調類 調値 後重/後軽 a' 後軽 b'(後重/後軽 b')
① 31 31+‐?4
② 53 53+‐?2
③ 35 35+?2
④ ‐?4 ‐?4+‐?2
6.接頭辞のうち, “忽[xuЭ?4]"●“日[で?4]"は,全て「後重」(乃至「後重/後軽」)に属しているが,
“屹[kЭ?4]"は,後字が④の場合,「後重」(後字‐?4)に属すもの2例,
屹縮,屹市
と,「後軽」(後字―?2)に属すもの2例,
屹膝膝蒜,屹塔
とに分かれる。
3.各形式の例
音声分析画面に表示した各形式の例を,以下に掲げる。音声記述のうち,調値は筆者の聴覚的記述
調値,それ以外は邪(1998)による。
._鍮口 澤― _に
「
雲 _二=_
繊
=」」 「
‐t霊_1_生」
■」 :憲:貯
IF詢L??
_L■_1匈離=.闘簗r‐
①+①(後重/後軽b)“騒猪公猪"[s03●2 tsu31‐21][mie31]
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①+①(後軽a)“木西"[血っ319131‐5]
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_I_:_彙 1
■1
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rt"―
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①+②(後軽b)“端午"[tllお3■32 vu5321]
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丼
'(・
夕:・~
①+③(後重)“畑洞畑幽"[ic31輌135]
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`¨
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①+④(後重/後軽a')“除夕"[tsT1 9iЭ?4]
^       ~… 鑢 漱
“ 1,,ぉ鮨
`ぃ
"‐
―
鋳 郷 ィ
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:憲群 ‐鰤撫卜||卜■|
・ `懸ヽ.も。“,ぃ.       .       .        .餞
趣ι“,   :   _
…・  :=:電
`“
.ぃ苺―  _」,ょ、増 . _.
●彙 =
鰤膠―
単字② “郷" ②+①(後重/後軽b)“起凩割凩"[t9`i535131‐21
:"_:漱,鉱ぃ r― .“
“
烙
「
一 ―r一――
^==~′
顕 凛  師
‐
1海 円 :一 一
「
一
^
壼燎 疇…餞師
‐■_腱 ″一 ●■‐―・」¨
=:__1__、
■__1
②+①(後軽b')“姐夫"[t9ie53ぉ?3■2]
‐   .1  2“.1  鶴 I__F――一'―一一 '山 :凛お
」壼―」
=漱
同鮮
_壼:」 "機_o鮮・
螂静―
②+②(後重D“漆水"k輌5331 suei53]
_霊」窯 肝¨
■■」"L_口"「
議卜‐
‐ぉ  ヽ 摯 1
②+②(後重b)“掲鬼''[t。53 kuci53]
瑯許 ■
②+②(後軽b)“姉姉叔母"[ s5]53‐21]
_■
=■
」_″■_」 |_撻生」粛聰、ぁぃ牽「‐
」
す鮨こ_
議■‐
-22-
呼和浩特方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
②十③(後重)“胞肛馴 "[pb53 tu35]
. =“
“
:'`摯。螢
“
0'~｀
_撻」、餞泰興軒‐
:,こk,「~~″
「
~~~
|_」露轟_■」
」
離 ‐~
「
1摯
=_
②+④(後重/後軽b')“老実"[1。53s。?4‐2]
壼鮮工「二
_■_」
鷹
臨 濃
_1奮」
単字③ “叫''[tOb35]
,`議_1
③+①(後重/後軽b)“面条''[mic35 tiЭ31‐21]
| _=■_1_二_1
露 =r11●■F rl■■
r糠´
餃酵` ‐
③+①(後軽c)“下共''[9ia35ぉu31‐3]
_■■_l
補 : 鐵
|__■__1
圃
③+②(後重)“右手"[iou35 sou53]
③十③(後重)“上凍第本"[s035t醐3 ] ③十③(後軽b)“舅舅"[t9bu35 tcbu3●21]
_」
‐鱗″―^
_資_1_性_」
-23-
名古屋学院大学論集
③+③(後軽b')“外父岳父"[ve35ぉ?352]
.―‐
=…瞭“`",緬
~  
、
“
■ 'I J。
“
漱  '““
競' 
「
~~
③+③(後軽c)“孟孟''[kε35 k835‐53]
_霊_1_生1._1蜜_」o崚“"藤
~
^霊」
=玉
磁憲:
③+④(後重)“号豚''[h。35 mia?4]
鷹
_菫 … =・N“
「
搬_」
=鷲
はly
③+④(後軽b')“面鉾''[mie35 ph?42]
… 1′“
商 罐 F~‐ 鋳 おヽ「
壼t「凛~
~~ 銀喘  西  餞 口 「 ―
―■―― ―
_霊_1ぃ轟 日
`餃
~ 
“
m :●■―■,~~
」
11群 ヽ
_1,_」_聖_」
単字④ “泉"[tsm?4]
そ¨
:
鶴 | _1露_1
_督
:‐_,(
④十①(後重/後軽b)“昨大"[tsua?4 tic31‐21]
_」_」ぜ埜_」
腱=3=二
‐響
_■■」m饉“いlr
④+①(後軽a)“核桃"[xo?■2ぉ31‐35]
?
?
?
④+②(後重)“屹枕粁"[kЭ?4賤53]
■i
_」鍵_1__」1_:
1輩盤
1議欝―
-24-
」
_霊」_上ヽ:
④+③(後重)“吃仮" tsb?4‐2 ④十③(後軽b')“吃上" s。?35‐
F,ほ藤猥斎積伝
=書｀
'議
薇お喘‐‐~漏
=、
●●|‐
"ヽ嗜
R“, 綺´1 ~~
|  
・・ 1 廂  |」 漏FT~
壼」∬鷲:嗣肝
」   FO海""薇,11¨
呼和浩特方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
④+④(後重)“屹市''[ko?4t9ia?4]
壼 」
=空藝二豊」
④+④(後軽b')“学コ''[9ya?4 9iЭ?4‐2]
ll■
==■=・
‐9・t…
「
~
‐_霊」m椰…“蒙
i―__翌」
4.分析結果
本稿では,韻母部分をその音節の長さとして測定した。
音響分析による調値は,石(1994:114)に従って,まず,各声調の始点 。中点・終点の周波数(FO)
各平均値を次の公式に代入して算出し,
x―b_ ×5
a―b
a=全声調平均の最高周波数。
b=全声調平均の最低周波数。
x=各声調平均の各点における周波数。
次に,得られた数値の0～1の間を1, 1～2の間を2, 2～3の間を3, 3～4の間を4, 4～5
の間を5, とそれぞれし, 3桁で表わした。
音節の絶対的な長さは捨象した。前字に対する後字の相対的な長さを「後字/前字」により算出し,
前字の長さを1として後字の長さを図示した。但し,後字の方が長い場合は,後字の長さを1として,
前字の方を短く図示している。
「①+①後重/後軽 b」。「①+②/③後軽 b」 の前字①,「④+①後軽 a」 の前字④は,単字調として現わ
れる調素が後字軽声の前で変調しているので, これらについては,前字+後字の調形についてのみ,
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その他の場合に当てはめて述べる (1)。
以下では,後重のものも含めて全形式の分析結果を掲げ,0.で見た後字軽声の各タイプ, “Right
旦preading''タイプ,“高降(High Ealling)''タイプ,“低昇/高昇(Rising)''タイプ,“中平(Mid Level)''
タイプおよび “既定値(DeLult Value)''保存タイプ,をそれぞれ “S", “F",“R",“L"および “D"
とする。
調値 。調形 上ヒ
cl記述調値
上:『音梢』/下:筆者形式
?
?
?
?
前宇 後字 後/前 単 目|」 後
332 221    [【F年 0.83 31 33 31321
後重/
後軽b
??
??
31 32 21
321  低降 222  低降 233    昇 0.9 31 31 55①+①
後軽a
?
??
/マ
0‐
31 31 35
321     低|`年 322  低降 233     :昇7‐ 0.4 31 31 0①+①
後軽a'
?
?
31
321  低降 222  低降 221  低降 0.48 31 31 0①+①
後軽b'
S/:D
2 31 31 ‐?2
321 322  低降 442  高降 0.5 31 33 53
31 31 53後重
?
?
0.32 31 33 0321  低降 222332  低降
31 ‐?4
111+②
後軽a'
?
?
?
31
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221  低降 0.74 31 33 0321  低降 332
31 32  1   21
①+②
後軽b
S/D
2
0.97 31 31  1  55321  低降 222     低降:  1  234     昇
31  1  3531後重
?
?
332  低降 1 321  低降 1.07 31 33 31321
31 32 21
C■③
後軽b
S/D
31 31   1  ‐?43321  低降 332     イ』玉i「i挙‐ 1  333     'i0.31
31 ‐?431
①+④
後重/
後軽a'
??
??
452    「訂降 211  低降 0.96 53 3153551
2153
②+①
後重/
後軽b
10
0.48 53 53  1   0551  高降 453  局降 1 111
‐?253
|112+①
後軽b'
S/D
4 53
551 322  低降 442     高降 054 53 31 53
53 31 53後重a
?
?
31 53551  高降 431  高降 331  高降 0.38 53
53 53 53後重b
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551  高降 452  高降 1 211  低降 0.89 53 53  1  31②+②
後軽b
?
?
‐
?
?
53 2153
551 442 122   昇 102 53 53 55②+③
後重
??
?
― ヽ
＼
ゝ
53 53 35
551   1高降 452  高降 1 111  低降 0.41 53 53   1  ‐?21②+④
後重/
後軽b'
▲__●
?
?
?
、
0
53 53   1  ‐?2
255    対 245   昇 1 311  低降 0.97 55 55  1  31C+①
後重/
後軽b
10 35 35 21
255     :J予245   昇 1 531  局降 0.61 55 55   1  531181111■①
後軽c
?
?
35
255 244 542 064 55 55 53
後重
??
?
ヘ
ヽ
ゝ
35 35 53
255    ‐昇 344    5子1 333    昇― 1.16 55 55 55
後重 35 35 35
255     '1‐255   昇 1 211  低降 073 55 55   1  53C■③
後軽b
?
?
35 2135
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0.41 55 55 0255   昇 254    テi「 1  211    1』i`年0+C
後軽b'
?
?
35 35   1  ‐?2
255      昇 344    :昇1 543   高降 0.94 55③+③
後軽c
?
? 35 35 53
255     昇 234  昇 1 333  中平 046 55 55   1  ‐?21③+④
後重 35 35 ‐?4
255   昇 245   昇 1 221  低降 0.39 55 55   1  ‐?21③+④
後軽b'
??
??
35 35   1   ‐?2
444     111平455  1勁平 1 321  低降 3.66 ‐?43 ‐?4ユ  1  31④+①
後量/
後軽b
18 ―?4 ‐?4  1  21
444 322 3.11 55244
後軽a
?
? ―?4 ‐?2 35
444   肩平 444   高平 1 542   高降 3.22 ‐?43 ‐?4旦 1 53C‐■②
後重 10 ‐?4 ‐?4 53
444  局平 222  低降 1 234   昇 3.31 ‐?43 ‐?2ユ 1  55④+③
後重 10 ‐?4 ‐?2 35
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「①+①後重/後軽 b」。「①+②/③後軽 b」 の前字①,「④+①後軽 a」 の前字④は,単字調として現わ
れる調素が後字軽声の前で変調している。
後字調形が “高降"である「③+①後軽 c」,「③+③後軽 c」 2形式は,Fタイプである。
後字調形が “昇"である「①+①後軽 a」,「①+①後軽 a'」,「①+②後軽 a'」,「④+①後軽 a」 4形式
は,Rタイプである。
後字調形が“低降～低平"である「①+①後軽b'」,「①+②後軽b」,「①+③後軽b」,「②+①後軽b'」,
「②+②後軽 b」,「③+③後軽 b」,「③+③後軽 b'」,「④+③後軽 b'」,「④+④後軽 b'」9形式は,Dタイ
プであるが, うち前5形式は,Sタイプであるとも解釈できる。
「後軽 a」 (後字 35)は、前字①(Rタイプ)では後字の方が短いが、前字④(Rタイプ)では後字の方が
長い。
「後軽 a'」(後字‐?4)は、後字の方が短い。
「後軽 b」 (後字21)は、前字① o②(S/Dタイプ)。③(Dタイプ)とも後字の方が短い(「①+③」を除
く)。
「後軽 b'」(後字‐?2)は、前字① o②(S/Dタイプ)。③(Dタイプ)とも後字の方が短いが、前字④(D
タイプ)では前後字がほぼ同じ長さである。
「後軽 c」 (後字 53)は、後字の方が短い。
前字入声(④)の場合は、後字が[‐?]を伴わない場合は、「後軽」でも後字の方が長く、後字が[―?]を伴
う場合は、「後重」では後字の方が長く、「後軽」では前後字がほぼ同じ長さである。
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444   高平 444   F言::Tゝ'4 1 221
‐?4 ‐?2
C粁③
後軽b'
?
?
444  品平 454   「弓i「 1 443 1.79l④+④
後重
??
? ‐?4 ‐?4
0.99 ‐?43 ‐?43  1  ‐?21444 454 211  低降
‐?2後軽b'
D
21 ‐?4
前字調類 タイプ 前字の長さ 後字の長さ
後軽a
(後字 35)
① R >
④ R く
後軽 a'
(後字‐24) ① R >
後軽b
(後字21)
① S/D >
② S/:D >
③ D >
後軽 b'
(後字‐?2)
① S■) >
② S/D >
③ D >
④ D
後軽c
(後字53) ③ F
>
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注
(1)扱った13種は以下の如くである:北京・吟爾浜 。合肥・済南・蘭州 。南京・青島 。天津・烏魯木斉・武漢 。西安 。
銀川・鄭州。
(2)記述資料(邪1998)では “軽声"とはしていないが,二音節語の前字が決まると,その後字が,元の声調に関わらず
中和されて,同一の調値を取るものを,本稿では軽声として扱う。
(3)音声データとしては「現代浜語方言音庫」(侯精一主編,L海教育出版社〉『音梢』付属カセットテープの音声を,ま
た,音声分析ソフトとしては「音声録聞見 for Windows」(東京大学医学部音声言語研究施設,C&Dテクノロジーズ
株式会社)を,それぞれ用いた。
(4)石(1988:101)参照。「前字単字凋和経声濡音司不直接友生美系的,如北京上声和 “老虎"[35■2]炎軽声悟音飼、安
庚入声和経声悟音司,ス」只考慮其交凋凋値『R峰声后字在音高上的美系,不追究其本凋和交凋之同的演交通程,所哄
北京 “老虎"逮祥的経声悟音飼就可以山入田平升共的経声悟音同来逃行村沿。」
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